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野の骨格モデルを示す • x = (Xl ， X2ぃ • ，XN)， Y = 






































































細胞への効果を表す• e(η) = 1のとき，eJl ( n) = eJl v 
とし，このとき CA3は脱抑制期にあるということに
する.また，e(η) = 0のとき eJl(n) = θJll^ とする.




ここで K 個の N 次元ベクトル sμ













2 記憶パター ンの想起判定は7十分小さな正数 Eに対して，


















荷重を，また αt] は CA3の j番目の興奮性細胞と
CA1の 4番目の興奮性細胞の間の結合荷重を表す.







効果を表し，e(nー ゆ)= 1のとき，eI(n) = e1v と
し，このとき CA1は脱抑制期にあるということに
する.また，e(n -O) = 0のとき，eI (η) = eI^ と
する.以下でがv < 1， eI^  > 1， o = 1 4 CA3 
iJlらの入力X= (Xl，'・ ，XN)の対称性を考慮して，
X = X (if X1 > 0)， = -X (otherwise) としたま
た以下で (bi)は，周期境界条件をもっ一様 L近傍
結合仇j = b (if li -j I :;L)， = 0 (0七herwise)と
し，Ci 1とする.ここで， (5)，(6)をまとめて u=
(U1，'" ，UM)，X = (Xlぃ..，XN)に関する式に直し









Gx(u;eI) = G(U，X;eI) 





























とし?中隔核から入力系列 (ei; i E Z) 
乱 =1 1 (ifε[肌 kT+ TD - 1 J， k E Z) 
l 0 (otherwise ) 
が与えられているとする.CA3出力系列の履歴を表
す為に以下のような空間zを考える 6
I; = {(Xi)促 Z;(X←1，五-1)= P(Xi，お;eF) ， 
(X-i， Y-i) = P(Xー(い1)，Y-(i-l); e~(i-1)) ， i > O} 
(8) 
さらにzの部分集合
I;[μ1μ2 内]= {(Xi)iEZε I;; X(ト l)TE Bε(8内)
， i = 1，.. ，n (9) 
を長さ Eの連結的想起系列 μ1μ2・・・仰の集合と呼
ぶ.これは，記憶パターンが S仰い .，Sμ2，Sμ1 の順
で非脱抑制期を挟んで隣り合う脱抑制期に失敗無し
に想起された場合に相当する.また，
I;[μ1μ2μeJ(m) = {Xm ; (Xi)任 Z E ~[μ山内J} (10) 










離度の計算結果を図 4に示す.直前の想起パターン5 対応が 1対 1ならば，無論，入力履歴の CAlでの表現
はカントール集合になる.そうでない場合にも，そのような表現
が内在することから，カントールコーデイングと呼ぶわけである 6 実際，数値計算においては，一つの軌道からこれらを構成
IFS [2Jやフラクタル理論 [8Jでは，コーディングとしては，前者 した
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(a) [中隔核]:活動度。(n)(TD = T[ = 2) 
(b) [CA3]・脱抑制期における記憧想起および遍歴の様子.縦軸は
CA3の時系列の各記憶パターン方向へ射影したものの絶対値を




(c) [CA1]:時系列 U(η)のCB(O)の第 1固有方向 α1への射影:
U(n)・α1111α111
(d) [CA1]: [μ1μ2](0)の分離方向への射影 (μ1，μ2= 1，2，3) 
ここでの分離方向として，集合間共分散行列 CB(O)の第 1，2，3固
有方向 α包(i=1，2，3)をとった (各軸は， [μ1μ2](0) α.11α;11 ) 
(※図中では煩雑になるので，[μ1μ2](0)を短に [μlμ2]と記した)
ここでモデルのパラメータは以下の通りである(以後の図において
も同じ)(CA3): N = 32， di E [0，βJ， eij E [0，α]の範囲でラ
ンダムに生成.β=0.8，α= 1.0， Px = 1.0， Pv = 0.8，γ= 25 
J^ (CA1): M = 96， ()Jv = 0.04， ()J" = 20， E = 0.0006， i = 25 


























に対応する CAlの状態系列における深さ mの CAl
状態集合は，
[μ1μ2・・μd(m) = {Um ; (Ui)iεz ε [μ1μ2・・μd}
(11) 
ここで
[μlμ2・・.J.lel = {(Ui)促z; Ui-1 = G(仏，Xi-1 e{)， 
U-i = G(U-C←1)，X-i; e=-Ci-1))， 








る. また，d個の方向 α1，.・，αdξ R1I1 における分離度
J(A)を log(det(tA(GB + GW )A)j det(t AGwA))で定める
(ここで A=(α1ド..，αd) E M lIf，d ). このとき分離度






中隔核からの入力効果 CAlのダイナミクス(機能)。1= e1V < 1 (脱抑制期) 大域縮小的(入力の書き込み)



































呼ぶ [23]，すなわち，[J.11 ' ， ，川(0)n [J.11 ' .ん](0)= 
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町1
CA3連絡的想起入力に対応する CAl状態集合の分離度
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